
　「寄せ植え教室＆交流会」を開催しました。当
日は、初心者から愛好家まで20名が参加。講
師の梅本英孝氏から、苗の配置のバランスや、
長くきれいに咲かせる水やりのコツなどを学び
各々寄せ植えを完成させました。　

　教室終了後、建物に隣接しているカフェで、参
加者交流会を行いました。特別メニュー「米粉
シフォンケーキ」を食べてのおしゃべりタイムは、
まさに至福のひと時でした。

令
和
8
年 

7
月
20
日 

発
行
　
編
集
発
行
／
井
波
地
域
づ
く
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ニ
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井波地域づくり協議会広報

　

ま
ち
中
を
歩
く
と
新
し
い
店
が
出
来
て
い
た
り
、
若
者
や
外
国
人
が
歩
い
て
い
た

り
と
、
井
波
も
変
わ
っ
て
き
た
な
ぁ
と
肌
で
感
じ
ま
す
。
当
協
議
会
が
市
の
補
助
事

業「
移
住
定
住
・
空
き
家
対
策
推
進
事
業
」に
て
調
査
し
た
報
告
書
で
は
、
２
０
１
６

年
か
ら
２
０
２
５
年
ま
で
の
間
、
空
き
家
・
空
き
店
舗
を
活
用
し
事
業
展
開
し
た
件

数
は
、
準
備
中
も
含
め
71
件
で
し
た
。
用
途
は
宿
泊
、
飲
食
、
小
売
、
美
容
、
製
造
、

事
務
所
、
診
療
所
な
ど
で
、
サ
ー
ビ
ス
業
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
人
口
が

減
っ
て
い
ま
す
が
、
井
波
に
踏
み
と
ど
ま
り
、
或
い
は
転
入
し
て
起
業
し
て
く
れ
る

人
が
い
る
こ
と
は
大
変
有
難
い
こ
と
で
す
。

　

さ
て
一
体
何
が
井
波
の
魅
力
と
映
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
も
と
も
と
住
ん

で
い
る
身
と
し
て
は
、
住
め
ば
都
と
し
て
い
ま
す
が
、
改
め
て
考
え
て
み
ま
し
た
。

①
イ
ン
フ
ラ（
保
育
園
、
学
校
、
病
院
、
警
察
、
福
祉
施
設
等
）が
整
っ
て
お
り
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
。②
自
然
や
文
化
が
豊
か
で
魅
力
的
で
あ
る
。③
6
0
0
年
以

上
の
歴
史
に
培
わ
れ
た
土
地
柄
・
風
土（
土
徳
）が
良
い
。④
こ
れ
ら
が
全
部
合
わ

さ
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
良
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

井
波
は
瑞
泉
寺
を
中
心
に
発
展
し
て
き
た
町
で
す
。
そ
こ
に
は
常
に
新
し
い
人
、

文
化
、
産
業
、
技
術
を
受
け
入
れ
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
は
常
に
巡
り

合
い
、
混
ざ
り
合
っ
て
地
域
を
刺
激
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
刺
激
的
な
井
波

で
あ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
巡
り
合
い
混
ざ
り
合
う
場

や
、
情
報
と
い
う
試
薬
を
提
供
す
る
仕
組
み
が
必
要
で
す
。
当
協
議
会
で
は
従
来
の

紙
媒
体
に
よ
る
広
報
・
チ
ラ
シ
は
も
と
よ
り
、
情
報
を
い
ち
早
く
伝
達
で
き
る
ス
マ

ホ
を
活
用
し
た「
結
ネ
ッ
ト
」を
普
及
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
特
に
緊
急
情
報
、

例
え
ば
ク
マ
出
没
情
報
は
登
録
さ
え
し
て
お
け
ば
即
座
に
注
意
喚
起
の
情
報
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
登
録
に
お
金
は
掛
か
り
ま
せ
ん
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
は
、
地
域
づ
く
り
の
第
一
歩
と
考
え
て
い

ま
す
。
課
題
を
知
り
皆
で
話
し
合
い
、
課
題
を
他
人
事
で
は
な
く
自
分
事
と
し
て
捉

え
活
動
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。「
と
も
に
育
む
ま
ち
」す
な

わ
ち
地
域
が
老
若
男
女
、
障
害
の
有
無
、
出
身
地
を
問
わ
ず
に
受
入
れ
、
次
代
を
担

う
人
を
育
て
る
地
域
づ
く
り
を
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今年も勇壮に！　井波よいやさ祭り　（５月３日、八日町通り）

井波地区の人口と世帯数の推移

人 　 口
男 　 性
女 　 性
世 帯 数

R8. 6月末 現在
　 3,850人　
　 1,822人　
　 2,028人　
　 1,632世帯

R7. 6月末 現在
　3,937人　
　1,847人　
　2,090人　
　1,677世帯

    増　減
△  87人　
△  25人　
△  62人　
△  45世帯

△印：減少

発　行： 井波地域づくり協議会　 〒932-0231 南砺市山見1739-2「アスモ」2F
Tel/Fax 0763-82-3744　　Email：kyougikai@inami.net　　 ホームページ：https://inami.net

新会員募集中
～ 仲間と一緒に楽しみましょう ～

［活動日］毎月第１～３週の金曜日　午後7時～
［会場］井波社会福祉センター
［講師］田形緑先生　橘川あずさ先生
［連絡先］奥田順子　☎090-7588-8399

［例会］毎月第１水曜日　午前9時30分～ 12時
［会場］山野交流センター　［講師］久保美智子先生
［連絡先］久保美智子　☎82-0012

［例会］毎月第2金曜日　午後1時～ 4時
［会場］井波社会福祉センター
［講師］宇野恭子先生　
［連絡先］宇野恭子　☎82-0376

女声コーラスサークル ソット・ヴォーチェ

いなみウオーキング俳句会

麻がら句会
　朝顔の芽が出た！小さな茄子が成った！日常の小さな
感動を一寸俳句にしてみませんか。気楽に一緒に俳句作
り楽しみましょう。ご参加ご入会お待ちしております。

　俳句であなたの人生に彩りを！自然と親しみ仲間と
一緒に俳句を楽しみませんか。紙と鉛筆があればどこ
でもできます。5・7・5の17文字に季節の言葉を一つ入
れて、出来上がり。ご参加ご入会をお待ちしています。

［活動］毎月第1～３週の木曜日
 午後7時30分～
［会場］井波社会福祉センター ３階大ホール
［講師］八嶋順子先生　［連絡先］浅田悦夫 ☎82-0784

高齢者教室 ダンスクラブ
　最近、テレビなどで「社交ダンスがフレイル予防に
効果的、認知症リスクも減、健康寿命も延ばす」と報
道されたように、あなたも心身の健康のため、一緒に
音楽に合わせて体を動かしてみません
か？初心者でもやさしく教えていただけ
ます。いつでも見学や体験を歓迎します。

　歌うことが大好きな女声コーラスグループです。全
く経験がなくても、楽譜が全然わからなくても大丈
夫！！すっきり声を出し楽しむこと、そして心に響く歌
声をめざしています。一度体験してみて下さい。ご入
会をお待らしています。

井
波
地
域
づ
く
り
協
議
会
　
会
長
　　

三
谷 

直
樹

寄せ植え教室＆交流会

『
ま
ざ
り
あ
い
、
つ
づ
け
る
ま
ち
。
井
波
』

５月29日㈮ 砺波市庄川町「梅香園」



令和7年度会計監査：11日
令和８年度総会：17日
忠霊塔清掃：19日
寄せ植え教室：29日
青パト講習会：20日
大門川桜下草刈、
防犯灯設置等事業（～ 6月30日まで）
記念碑等維持管理、
道路維持サポート事業（9月30日まで）
忠霊塔清掃：21日
俳句教室：29日
七夕まつり：7日
広報「いなみ」22号発行：20日
青色防犯パトロール：
（7月20日～8月31日まで）
太子伝観光祭　氷の彫刻：26日
第1回福祉研修会：31日

23

・「あすも元気デイ」：毎週木曜日開催　　　・「月一回サロン」：毎月第１水曜日開催

（単位：千円）【収　入】 （一般会計）

令和7年度  事業報告

令和7年度決算　・　令和8年度予算

令和８年度  年間事業計画（予定）
月

8

9

10

11

12

1

2

3

会
　
議

事 業 ・ 行 事 月 事 業 ・ 行 事 月 事 業 ・ 行 事
行政推進員会議：17日
令和7年度総会：18日
忠霊塔清掃：22日
大門川桜下草刈り事業：～ 6月末
寄せ植え教室：25日
招魂社奉賛会総会：29日
忠霊塔清掃：22日
俳句教室：28日
南砺市消防操法大会：29日
七夕まつり：7日
広報いなみ19号発行：20日
青パト巡回：20日～ 8月31日
井波招魂社奉賛会屋根修復委員会：16日
コミュニティカフェ事業：12日
太子伝観光祭氷の彫刻：27日
富山県下消防操法大会：26日

南砺市交付金

社会福祉協議会助成金
地域づくり協議会費
事業参加会費
繰入金
前年度繰越金
雑収入

内
　
　
訳

合　　　　計

地域づくり費
生涯学習推進費
社会福祉推進費
地域事業推進費
交流センター
人件費

１２，６９８
３，８３３
８０２
３５６
９５０
３５９

６，３９８
７１５

２，５１９
７２７
２００

１，００１
８７

１７，９４７

１３，０２３
３，８３５
７９９
３５７

１,０５０
３５９

６，６２４
６２６

２，７５８
１，２４５

０
１，００８

２
１８，６６２

地域の様々な事業に充てる交付金
文化・スポーツ事業に充てる交付金
敬老会事業等に充てる交付金
道路維持サポート事業等の１３事業に充てる交付金
交流センター賃借料に充てる交付金
事務局員人件費
福祉・健康事業に充てる助成金
全ての事業に充てる各町内会からの会費
各種事業に参加する方が負担する会費

コミュニティカフェ事業：1日
多世代交流クリスマス会：6日
青パト巡回：13日～ 28日
料理教室：19日
新年祝賀会：2日
左義長：12日
いなみミライフォーラム：20日
元気塾：23日（2/20まで5回開催）
競書大会表彰式：31日
いなみ講：27日
第2回福祉研修会：5日
広報いなみ21号発行：20日
招魂社仮殿遷座祭：29日
総会、執行役員会議 5回
常任理事町内会長合同会議 2回
広報編集会議 6回　
各部会　適宜開催

区　　分 Ｒ７決算 Ｒ８予算 説　　　明

（単位：千円）【支　出】

安心・安全部会費 
福祉・健康部会費 
文化・スポーツ部会費
地域づくり部会費 
事務局費

特別会計・基金
予備費 

内
　
　
訳

合　　　　計

総務費
施設管理費
交付金負担金
事業推進費
人件費

９０
１，３８７
１，１７４
１，６０９
１２，５１８
１，５１１
８３８

３，１７３
３７７

６，６１９
１６０
０

１６，９３８

６５
１，３１３
１，１７４
２，６９７
１３，１４８

７７５
１，５００
３，５４５
５１０

６，８１９
１６０
１０４

１８，６６２

除雪機械の保険料、防災訓練費用
敬老会事業、福祉活動研修会費用、サロン等支援金
各種事業費、保険料等
大門川下草刈、防犯灯補助金、地域イベント支援
協議会全体の必要経費
各会議費、事務費、コピー機リース料
事務局賃借料、光熱水費
町内会への交付金等
広報紙印刷、結ネット使用、記念碑等維持管理事業
事務局員・正副部会長人件費

区　　分 Ｒ７決算 Ｒ８予算 説　　　明

4

5

6

7

●
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　
　
　
　
　
　 

の
ぞ
い
て
み
よ
う

　

昨
年
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
、
当
協

議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
い
な
み
時
間
」。

　

タ
イ
ム
リ
ー
な
ま
ち
な
か
の
話
題
、
お

知
ら
せ
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
、
協
議
会
主
催

の
セ
ミ
ナ
ー
の
案
内
や
申
し
込
み
フ
ォ
ー

ム
ま
で
内
容
盛
り
だ
く
さ
ん
！

　

一
度
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

立山登山：3日　 忠霊塔清掃：13日
招魂社清掃：14日
忠霊塔慰霊祭：15日
招魂社お盆慰霊祭：15日
第1回福祉研修会：18日
元気塾：22日（9/20まで5回開催） 
井波大火記念事業：7日
敬老会事業「米寿お祝い」:15日
南砺市総合防災訓練：28日（城端会場）
いなみ講：5日 　防災講習会：15日
忠霊塔清掃：19日
コミュニティカフェ事業：19・20日
全国自治振興会連合会富山大会：23日
井波地域文化祭:１・2日
井波招魂社秋季例大祭：3日
歩こう会：9日
広報いなみ20号発行：20日

月

8

9

10

11

12

1

2

3

事 業 ・ 行 事 月 事 業 ・ 行 事 月 事 業 ・ 行 事
クリスマス会：期日未定
料理教室：期日未定
青色防犯パトロール：
（8月13日～28日まで）
新年祝賀会：2日
｢二十歳の集い｣協力：10日
左義長：11日
健康教室：期日未定
競書大会表彰式・作品展示：30日
いなみ全体サロン：期日未定
広報「いなみ」24号発行：20日
第2回福祉研修会：期日未定

4

5

6

7

立山登山：2日
招魂社本殿遷座祭：8日
忠霊塔清掃：13日
忠霊塔お盆慰霊祭・
　　　招魂社お盆慰霊祭：15日
健康教室［計5回］：期日未定
井波大火記念事業：7日
敬老会事業「敬寿品配布」：中旬
地域福祉活動意見交換会：期日未定
南砺市総合防災訓練：4日（井波会場）
忠霊塔清掃：18日
｢井波地域文化祭｣協力：2日
広報「いなみ」23号発行：20日
歩こう会：期日未定

（令和７年度収支差引　1,009千円は令和８年度に繰り越す。）

■会　　長 三谷 直樹

■副 会 長 山河　 誠（新） 永原 順子（新）

 山田 昌輝 永井 恵子

■監　　事 窪田 厚子（新） 酒井 啓行

■安全・安心部会 部会長 竹谷 弘之

  副部会長 永森 孝之

■福祉・健康部会 部会長 叶山 勝之

　 副部会長（兼地域指導員） 筏 　淳子

■文化・スポーツ部会 部会長 伊東 淳一

  副部会長 澤田 信幸

■地域づくり部会 部会長 原田 　司

  副部会長 島田 優平

　 副部会長（兼地域指導員） 田原 秀弘

■事 務 局 事務局長 森松 誠一

 地域指導員 田野口香織（新）

※常任理事・理事は各町内会長及び各団体代表の皆さんです。

令和8年度 協議会役員です　よろしくお願いします

地域おこし協力隊井波地域担当 森川友加里

https://inami.net/いなみ時間



　【
新
た
な
る
風
が
吹
き
始
め
て
い
る
】

　

平
成
30
年
に
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た「
木
彫
刻
美

術
館
・
井
波
」は
、
令
和
6
年
7
月
に
国
の「
重
点
支
援
地

域
」に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
に
伴
い
、
国
の「
A
C
E

プ
ロ
グ
ラ
ム（
本
物
の
日
本
文
化
を
体
験
す
る
観
光
拠

点
整
備
事
業
）」を
活
用
し
た
瑞
泉
寺
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
対
応
ト
イ
レ
改
修
を
は
じ
め
、
ガ
イ
ダ
ン
ス

施
設
や
東
洋
紡
跡
地
の
活
用
検
討
な
ど
、
受
け
入
れ
環

境
の
整
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

持
続
可
能
な
事
業
展
開
に
向
け
、
従
来
の「
日
本
遺
産

推
進
協
議
会
」は「
㈱
い
な
み
日
本
遺
産
推
進
機
構
」へ

と
再
編
さ
れ
、
井
波
地
域
づ
く
り
協
議
会
内
に
は
新
た

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
が
配
置
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
南
砺
市
観
光
協
会
も「（
一
社
）五
箇
山
N
A
N
T
O

観
光
機
構
」へ
と
改
編
さ
れ
、
観
光
地
経
営（
D
M
O
）の

舵
取
り
役
と
し
て
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。

　

今
後
も
文
化
や
生

活
文
化
が
経
済
循
環

を
生
む「
地
方
観
光

の
未
来
モ
デ
ル
」と

し
て
、
進
化
を
続
け

る
井
波
の
最
新
情
報

を
、「
広
報
い
な
み
」や

「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」・

「
井
波
講
」・「
結
ネ
ッ

ト
」を
通
じ
て
皆
様

に
お
届
け
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

講
座
で
は
、
日
本
遺
産
と
世
界
遺
産
に
つ
い
て
の
説

明
や
、
平
成
7
年
に
五
箇
山（
相
倉
・
菅
沼
）が
白
川
郷
と

と
も
に
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
背
景
、
そ
し
て
井
波

日
本
遺
産
が
重
点
支
援
地
域
に
選
ば
れ
た
理
由
な
ど
、

地
域
の
文
化
に
ま
つ
わ
る
興
味
深
い
お
話
が
次
々
と
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
座
の
あ
と
は
、
瑞
泉
寺
を
巡
る
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
へ
と
移
り
、
参
加
者

は
井
波
彫
刻
師
・
野
村
光
雄

さ
ん
の
解
説
を
聞
き
な
が

ら
、
観
光
ガ
イ
ド「
井
波
の

風
」の
ガ
イ
ド
グ
ル
ー
プ
の

皆
様
と
一
緒
に
境
内
を
散

策
さ
れ
ま
し
た
。

　

勅
使
門
か
ら
始
ま
っ
た

案
内
で
は
、
井
波
彫
刻
の

最
初
の
作
品
と
さ
れ
る「
獅

子
の
子
落
と
し
」が
、
元
々

は
„
鯉
の
滝
の
ぼ
り
“
と

し
て
構
想
さ
れ
て
い
た
と
い
う
説
や
、
建
物
の
建
築
に

ま
つ
わ
る
裏
話
、
山
門
の
仙
人
像
を
手
掛
け
た
初
代
・
岩

倉
理
八
さ
ん
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
、
思
わ
ず
引
き
込
ま

れ
る
よ
う
な
話
が
続
き
、
参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
井
波
以
外
の
地
域
を
担
当
す
る
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
井
波
彫
刻
塾
の
関
係

者
や
彫
刻
師
の
弟
子
の
皆
さ
ん
の
ほ
か
、
市
外
か
ら
参

加
さ
れ
た
方
も
お
ら
れ
、
井
波
の
文
化
や
瑞
泉
寺
へ
の

深
い
関
心
が
感
じ
ら
れ
る
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。
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こ
の
度
、
い
つ
も「
広
報

い
な
み
」に
ご
投
稿
い
た

だ
い
て
い
る
長
谷
川
総
一

郎
さ
ん（
富
山
大
学
名
誉

教
授
、
下
新
町
一
区
）が
瑞

宝
中
綬
章「
教
育
研
究
功

労
」を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
母
校
富
山
大
学
で
37
年
間

お
勤
め
さ
れ
、
92
年
か
ら
2
0
1
1
年
の
退
官
ま
で
教

育
学
部
や
芸
術
文
化
学
部
の
教
授
を
務
め
ら
れ
、
延
べ

９
千
人
の
学
生
を
担
当
し
、
美
術
教
育
と
彫
刻
を
指
導
。

多
く
の
美
術
教
諭
を
育
て
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
時
代
の

変
化
に
対
応
し
た
教
材
の
開
発
や
美
術
教
育
に
関
す
る

論
文
の
発
表
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
現
在
は
井
波
彫

刻
の
歴
史
を
ま
と
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

ご
受
賞 

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

令
和
８
年
に
入
り
、
震
度
５
以
上
の
地
震
が
全
国
７

箇
所（
島
根
東
部
、
茨
城
南
部
、
長
野
北
部
、
三
陸
沖
、

十
勝
南
部
、
宮
城
沖
、
沖
縄
近
海
）で
発
生
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
焼
失
面
積
10
ｈ
ａ
以
上
の
林
火
災
は
10

箇
所（
大
船
渡
市
3
，
3
7
0
ｈ
ａ
は
最
大
）で
、
大
規

模
な
災
害
が
何
時
発
生
す
る
か
不
安
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
匿
名
・
流
動
型
処
罪
グ
ル
ー
プ（
ト
ク
リ
ュ
ウ
）

と
見
ら
れ
る「
闇
バ
イ
ト
強
盗
、
特
殊
詐
欺
、
投
資
詐

欺
、
強
盗
殺
人
な
ど
の
犯
罪
」や
重
篤
な
交
通
事
故（
死

亡
、
重
傷
）が
増
加
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
富
山
県
内
で

は
特
殊
詐
欺
が
著
し
く
増
加
し
て
い
ま
す
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

　

地
域
づ
く
り
協
議
会
で
は
、
10
月
４
日
に
南
砺
市
総

合
防
災
訓
練（
井
波
地
区
）の
開
催
に
併
せ
、「
防
災
訓
練

や
防
災
研
修
等
」の
他
、
町
内
会
の
協
力
の
も
と「
青
色

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
全
国
交
通
安
全
街
頭
指
導（
春

秋
）」を
行
い
、「
安
全
安
心
な
井
波
地
区
づ
く
り
」を
目

指
し
ま
す
。
地
域
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
お
一

人
お
一
人
の
防
火
・
防
災
の
意
識
が
大
き
な
力
に
な
り

ま
す
。
合
わ
せ
て
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〇
安
全
・
安
心
部
会

〇
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
部
会

瑞
宝
中
綬
章
「
教
育
研
究
功
労
」
受
賞

第
4
回
「
不
動
産
業
ア
ワ
ー
ド
」、

大
賞
は
「
ア
キ
ヤ
ラ
ボ
」

い
な
み
講
の
開
催

〇
地
域
づ
く
り
部
会

　

子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
誰
も
が
健
康
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
、
今
年
度
は
福
祉
研
修
会
、
敬

老
会
事
業
、
地
域
に
お
け
る
見
守
り
活
動
へ
の
助
成
、
介

護
予
防
事
業「
あ
す
も
元
気
デ
イ
」の
ほ
か
、
次
期
福

祉
活
動
計
画
の
検
討
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

な
お
、
敬
老
会
事
業
に
つ
い
て
は
実
施
方
法
を
一
部

見
直
し
、
敬
寿
品
の
配
付
対
象
を
従
来
の
75
歳
以
上
の

方
全
員
か
ら
、
80
歳
以
上
の
節
目
年
齢
の
方
に
変
更
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
8
月

の
全
戸
配
付
に
併
せ
て
、
御
祝
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
届

け
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

井
波
地
区
の
高
齢
化
率
は
45
％
を
超
え
ま
し
た
。
ま

た
、「
高
齢
者
の
み
世
帯
」も
年
々
増
加
し
て
お
り
、
地

域
に
お
け
る『
共
助
』が
よ
り
一
層
重
要
に
な
っ
て
い
ま

す
。
地
区
の
皆
様
に
は
、
今
年
度
も
引
き
続
き
当
部
会

事
業
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

南
砺
市
井
波
地
区
を
拠
点
と
す
る
一
般
社
団
法
人
ア

キ
ヤ
ラ
ボ
が
、
国
土
交
通
省
の「
第
4
回 

地
域
価
値
を

共
創
す
る
不
動
産
業
ア
ワ
ー
ド
」で
最
高
賞
の「
大
賞
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。
去
る
6
月
18
日
に
都
内
で
表
彰
式

が
行
わ
れ
、
空
き
家
再
生
を
通
じ
た
先
進
的
な
ま
ち
づ

く
り
が
全
国
で
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
ご
受
賞 

誠
に

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ア
キ
ヤ
ラ
ボ
は
5
年
間
で
約
50
軒
の
空
き
家
を
店
舗

や
オ
フ
ィ
ス
へ
再
生
。
単
な
る
物
件
紹
介
を
超
え
た
伴

走
支
援
や
、
移
住
者
・
起
業
家
の
主
体
性
を
育
む
地
域

へ
の
還
元
サ
イ
ク
ル
を
確
立
し
ま
し
た
。
ま
ち
な
か
に

ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
集
ま
る
仕
組
み
を
作
り
、「
ミ
ラ
イ
店

主
会
」な
ど
住
民
を
巻
き
込
む
独
自
イ
ベ
ン
ト
も
展
開

し
て
い
ま
す
。

　

空
き
家
を
起
点
に
人
と
ま
ち
の
未
来
を
繋
ぐ
同
法
人

の
取
り
組
み
に
、
今
後
も
ぜ
ひ
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

　

井
波
地
域
づ
く
り
協
議
会
が
主
催
す
る「
日
本
遺
産
・

世
界
遺
産
出
前
講
座
＆
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」が
、
瑞

泉
寺
本
堂
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

南
砺
市
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
・
文
化
振
興
課 

主
幹
・

文
化
財
係
長
の
宮
崎
順
一
郎
さ
ん
が
登
壇
し
ま
し
た
。

　

少
子
高
齢
化
が
顕
著
な
井
波
地
区
に
お
い
て
、
高
齢

者
の
皆
様
の
健
康
促
進
、
世
代
間
の
交
流
の
活
発
化
は

最
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
従
来
よ
り
力
を
入
れ
て
き
た
元
気
塾
は
今
年
度

よ
り
市
の
事
業
で
あ
る「
地
域
で
ま
る
ご
と
健
康
教
室
」

と
連
携
し
、
内
容
の
充
実
化
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
立
山
登
山
」「
秋
の
歩
こ
う
会
」「
料
理
教
室
」

「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」「
左
義
長
」等
々
の
恒
例
行
事
も
内
容

の
検
討
、
改
良
を
図
り
、
よ
り
多
く
の
世
代
の
皆
様
が
気

軽
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
も
の
に
し
て
行
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

井
波
地
区
の
活
性
化
の
為
に
も
、
少
し
で
も
多
く
の

皆
様
の
ご
参
加
、
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

〇
福
祉
・
健
康
部
会

令
和
８
年
度
の
各
部
会
活
動

部
会
長
　
竹
谷 

弘
之

部
会
長
　
叶
山 

勝
之

部
会
長
　
伊
東 

淳
一

長
谷
川 

総
一
郎
さ
ん（
80
）　
　
　
　
　
　

富
山
大
名
誉
教
授  

（
下
新
町
一
区
）

部
会
長
　
原
田
　
司

4
月
20
日（
月
）　
瑞
泉
寺
本
堂

国土交通省不動産・建設経済局
楠田局長（左側）より賞を受けられた
「アキヤラボ」代表理事　小西正明さん（右側）


